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【はじめに】我々は，固有ジョセフソン接合(IJJs)におけるスピン注入効果の解明に取り組んでお

り，これまで，磁性体/IJJs/磁性体構造(F/IJJs/F 構造)における固有接合の臨界電流の磁場依存性

(Ic–B 特性)は，印加磁場に関して非対称性を示すとともに，特定の磁場において臨界電流が局所

的に減少することを報告してきた[1][2]。同構造におけるこの

ような臨界電流の特徴的な変化は，上下磁性体の保磁力の差

異に起因することが示唆されることから，今回，Ic–B 特性と

試料の磁化曲線との対応関係から固有ジョセフソン接合に

おけるスピン注入の影響を検討したので報告する。 

【実験】ビスマス系高温超伝導体(BSCCO)単結晶薄片を用い

て，両面加工法により接合面積 40×40 m
2の Co (50nm) / Au 

/ IJJs / Au / Co (100nm) 構造の試料を作製した(Fig. 1(a))。試料

の 77K における電流―電圧(I-V)特性並びに Ic–B 特性を二端

子法により測定するとともに，VSM により室温における磁

化特性を測定した。 

【結果】Fig.1(b)に接合数 N=200の試料の 77Kにおける Ic–B

特性を示す。これより，B に対する Icの非対称な変化と， 

B=±13mTにおける極小値(dip構造)を確認することができる。

また，Fig.1(c)に 300Kにおける同試料の磁化曲線を示す。磁

化曲線は，保持力の異なる 2層磁性体膜の特徴を示しており，

Fig. 1(b)の dip構造は，上下磁性体層の磁化が反平行時に生じ

ていることがわかる。すなわち，磁化が反平行時は，上部磁

性層から下部磁性層へのスピン偏極電子の輸送が制限され，

固有接合部にスピン蓄積が生じ，その結果臨界電流が抑制さ

れたと考えられる。 
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Fig.1 (a) Cross section of a Co/Au/BSCCO 

/Au/Co structure and optical image of the 

top view of the fabricated sample. (b)Ic-B 

characteristic of the sample with N=200 at 

77K. (c) Hysteresis loop of the sample at 300 

K. 
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